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新卒博士人財のキャリアを重視し初任給を改定 

～新規事業・新規製品の創出加速のため博士人財の獲得を強化～ 
 

株式会社日本触媒（本社：大阪市中央区、代表取締役社長：野田和宏、以下「日本触媒」）は、博士後

期課程修了者（以下、博士人財）の新卒定期採用時の処遇を、キャリア採用における処遇の考え方に改

定し、24 年 4 月入社者から適用いたします。 

 

表：博士人財の定期採用者の処遇改定内容 

 現行 変更後 

初任給額 279,400円 323,000円 

 

極めて高い専門性と考動力（課題設定力と解決に向けた実行力）を有する博士人財を獲得することで、

既存分野から成長分野へのポートフォリオ変革を進め、また、変革を加速するためのデータサイエンス

やマテリアルズインフォマティクスの分野においても、獲得した博士人財が活躍することで新規事業・

新規製品の創出加速に繋げます。 

 

日本触媒が 2030 年の目指す姿を描いた長期ビジョン「TechnoAmenity for the future」で定める 3 つの

変革（事業の変革・環境対応への変革・組織の変革）を推進する上で、これまで以上に多様な人財の確

保が必要となります。 

特に事業の変革においては、新規事業・新規製品の創出が課題となっており、そのために極めて高い

専門性と考動力を有する博士人財の獲得を強化する必要があります。日本触媒では、社員のうち研究開

発職が 1/4 を占めており、研究開発職のみならず生産技術職も含め人財の高度専門化を上記課題解決に

向けたアプローチの一つとして位置付けております。 

 

一方、外部環境に目を移すと、イノベーション創出を加速する狙いで日本政府が博士人財の育成・輩

出を強化する中、各企業は博士人財の獲得を強化する傾向にあり、今後、博士人財獲得競争の激化が予

想されます。 

 

このような状況を踏まえ、新たな価値を創出する専門性と考動力を有する人財を継続的に確保するべ

く、博士人財の初任給をキャリア採用の考え方に変更し、定期採用時の処遇を改定しました。これによ

り、博士後期課程修了までの多様な経験値を処遇に反映することが可能となります。 

 

日本触媒では博士人財の獲得強化策の一つとして、既に 2023 年 7 月から博士人財の採用を通年採用

に切り替えております（ただし、入社は毎年 4 月 1 日）。今回の処遇改定と合わせて、これまで研究開
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発・生産技術の新卒定期採用者のうち 1 割未満だった博士人財の比率をまずは 2 割程度に引き上げるの

が狙いです。これにより、新規事業・新規製品の創出加速に繋げてまいります。 

 

以上 

 

日本触媒について： 

1941 年の創業以来、自社開発の触媒技術を核としてグローバルに活動する化学メーカー。紙おむつに使

われ、世界 1 位のシェアを誇る高吸水性樹脂（2022 年当社調べ）やリチウムイオン電池材料など、人

と社会から必要とされる素材・ソリューションをお届けします。グループ企業理念「TechnoAmenity ～

私たちはテクノロジーをもって人と社会に豊かさと快適さを提供します」のもと、長年培ってきた技術

力を通じて皆様に豊かさ・快適さを提供しています。 

詳しくはこちら：https://www.shokubai.co.jp 

 

【問い合わせ先】 

株式会社日本触媒 コーポレート・コミュニケーション部 

TEL:03-3506-7605 〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-2-2 

E-mail: shokubai@shokubai.co.jp 
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